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触感が心理と意思決定に与える好影響

仲 谷 正 史 *

Introduction to Haptics
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Abstract
Sense of touch is fundamental perceptual modality that most people experience in their daily life. Although we tend to 

pay little attentions to touch modality, recent study showed that our cognitive behaviors such as the preference to warm ma-
terials and decision makings were affected by the haptic impressions obtained in our daily life. This article introduces several 
examples about human behaviors which are associated with haptic impressions, and provides basic knowledge on how we 
can elucidate such perceptual and cognitive phenomena based on multiple research aspects concerning sense of touch and 
bodily sensation.
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1. は じ め に

触れたときの印象は，香粧品を取り扱う際に誰しもが
体験する。日常の中において，見た目や音，香りのよう
な感覚と比較して，常に意識をしてその感覚を体験する
ことを日常的には行わない感覚である。
日常生活の中で触覚の役割は，主に痛みやかゆみと
いった不快な感覚，もしくは過度に冷たい・熱いなど，
危険を察知し身を守ることである。それゆえ，私たちは
触覚に頻度高く注意を向けるよりは，できればそのよう
な注意を向ける体験をしないほうが望ましい。触覚に注
意を向ける回数が少ないほど，危険が身に迫っている可
能性が低いからである。
その一方で，触覚的な印象すなわち触感は，日常生活
の中で価値判断をする際に重要な役割を占めている。肌
に触れたときの印象や日用品の使い心地に関する印象，
靴の歩き心地のように，触覚を通して体感される経験
であるが，かならずしも触覚だけでは完結しない感覚で
ある。触覚だけに目を向けることが少ないように，五感
や記憶，言葉から感じられるイメージをも含んだ総体と
しての触感を，日常生活の中で多く味わっている。触感
は，心地よさにつながることもあれば，また，充実感や
達成感のような実際に味わっている感覚=実感を与えて
くれる。この実感は魅力的であり，言語で表現しても十

分に伝えきれないものが残っているようにも思えるた
め，多くの研究者が触感を捉えることを試みてきた。香
粧品研究においても，その実感の要素を洗い出して課題
として取り組むことは，継続して行われている。
昨今では，モビリティ技術，生活インフラ，生活家
電，そして情報技術が高度に発展したことで，私たちの
日常生活は安心で快適なものになった。それゆえ，ケガ
をしたりひどく汚れたりするような体験は，都市部で平
時の日常生活を過ごす中ではその機会を得ることは少な
くなってきている。このこと自体は，安定した日常生活
を過ごす上では望ましい。その一方で，一部の人間に
とっては，毎日が同じことの繰り返しのように感じるこ
ともあるかもしれない。また便利になった日常生活の中
では，身体を酷使してひどく疲れるような経験は，何か
特別なことを余暇の中で行わない限り，得られないこと
もある。それがゆえに，スポーツジムに定期的に通った
り，身体感覚に意識を向けるトレーニングや実体験を提
供するワークショップに参加して，触感を得ることに積
極的な人もあるかもしれない。このような行動は，日常
生活で不足している触体験を補完しようとする行動の表
れのようにも見える。
本稿では，身近ではあるけれども捉えがたい感覚であ
る触感が心理にもたらす作用について，2019年香粧品
学会教育セミナー講演で提供した話題を中心に述べる。
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